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ま
た
、
一
方
で 

は
、
五
年
生
が
動
画 

を
モ
デ
ル
に
し
て 

動
き
の
細
か
い
確 

認
を
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
今
の
時 

代
に
求
め
ら
れ
る

学
び
の
姿
の
分
か
り
や
す
い
場
面
と
い

え
ま
す
。 

 

Ａ
Ｉ
等
、
無
人
化
が
進
む
社
会
・
変
化

が
大
き
く
早
い
現
代
に
お
い
て
、
私
た
ち

は
学
び
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

自
分
か
ら
情
報
を
求
め
行
動
す
る
素

地
を
、
自
由
度
を
も
た
せ
た
中
で
活
動
す

る
こ
と
で
育
て
て
い
く
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
き
ま
す
。 

放
課
後
、
宝
来
公
園
や
校
地
の
外
周
な
ど
、

ご
み
が
散
乱
し
て
い
る
様
子
が
あ
っ
た
の
を
、

中
央
小
の
子
ど
も
た
ち
が
見
か
ね
て
自
主
的

に
拾
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

四
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
遠
足

で
は
三
年
生
も
道
中
の
ご
み
拾
い
を
す
る
な

ど
、
地
域
を
大
切
に 

思
う
気
持
ち
が
広
が 

っ
て
い
ま
す
。 

学
校
と
家
庭
と
地
域
を
つ
な
ぐ 
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学
校
だ
よ
り 

Ｃ
Ｓ
Ｄ
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

昨
年
度
よ
り
種
目
を
一
つ
増
や
し
て
実

施
し
た
令
和
五
年
度
Ｃ
Ｓ
Ｄ
（
中
央
小
ス
ポ

ー
ツ
デ
ー
）
。
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆

様
に
は
力
い
っ
ぱ
い
の
応
援
を
い
た
だ
き

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
種
目
の
連
続

で
大
変
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
熱
い

気
持
ち
が
こ
も
っ
た
プ
レ
ー
を
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

  

四
（
火
）
宵
宮
祭 

五
（
水
）
北
門
神
社
祭
（
町
内
会
毎
） 

六
（
木
）
北
門
神
社
祭
後
祭
・
ク
ラ
ブ 

十
（
月
）
ク
ラ
ブ･

折
り
鶴
教
え
合
い 

十
二
（
水
）
一
日
防
災
学
校
（
三
・
四
年
） 

前
期
活
動
委
員
会
⑤ 

十
七
（
月
）
海
の
日 

十
八
（
火
）
Ｓ
Ｅ-

Ｎ
Ｏ
ラ
イ
ブ 

十
九
（
水
）
前
期
活
動
委
員
会
⑥ 

二
十
一
（
金
）
一
学
期
終
業
式
・
大
掃
除 

二
十
二
（
土
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
レ
ク
（
二
年
生
） 

二
十
四
～
二
十
五 

教
室･

荷
物
移
動
（
職
員
） 

二
十
六
（
水
）
グ
ン
グ
ン
塾
（
三
・
四
年
） 

二
十
七
（
木
）
グ
ン
グ
ン
塾
（
三
・
四
年
） 

二
十
八
（
金
）
グ
ン
グ
ン
塾
（
三
・
四
年
） 

三
十
一
（
月
）
グ
ン
グ
ン
塾
（
五
年
） 

八
月
十
八
日
（
金
）
二
学
期
始
業
式 

※ 

予
定
が
急
に
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

春
の

遠

足(

一

～

四

年)  

ご
み
が
落
ち
て
い
る
か
ら 

低
・
中
・
高
学
年
に
分
か
れ
て
入

れ
替
え
が
あ
る
中
で
の
実
施
で
し

た
が
、
駐
車
場
・
席
取
り
・
応
援
中

の
移
動
や
マ
ナ
ー
な
ど
、
大
変
ス
ム

ー
ズ
な
進
行
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
も
、
機
会
あ
る
ご
と

に
子
ど
も
た
ち
を
認
め
、
励
ま
し
に

ご
来
校
く
だ
さ
い
。 

前
日
は
気
温
が
上
が
り
、
熱
中
症
を
心
配
し
た
遠
足
で
す

が
、
当
日
は
太
陽
も
控
え
目
で
、
各
学
年
、
最
後
ま
で
元
気

に
歩
き
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

校
長
先
生
に
自
慢
の
お
弁
当
を
見
せ
る
子
、
出
来
事
を
我

先
に
と
話
し
て
く
れ
る
子
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
楽
し
さ 

を
他
者
と
も
共
有
し
よ
う
と
い
う
、
優
し
さ
と 

笑
顔
に
あ
ふ
れ
た
遠
足
と
な
り
ま
し
た
。 

南
中
ソ
ー
ラ
ン
学
び

合
い 

一
年
…
ド
ー
ム
公
園 

二
年
…
野
外 

音
楽
ス
テ
ー
ジ 

三
年
…
ノ
シ
ャ
ッ
プ 

科
学
館･

水
族
館 

四
年
…
百
年
記
念
塔 

（
五
・
六
年
は
学
校
で

通
常
授
業
で
し
た
。
） 

今
の
六
年
生
が
五
年

生
の
と
き
に
、
一
つ
年

上
の
先
輩
か
ら
習
っ
た

南
中
ソ
ー
ラ
ン
。 

そ
の
記
憶
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
今
年
は
教

え
る
立
場
に
な
り
ま
し

た
。 こ

れ
ら
の
営
み
が

代
々
続
け
ら
れ
、
中
央

小
、
そ
し
て
北
地
区
全

体
の
「
よ
さ
」
と
言
え

る
「
異
学
年
の
仲
の
良

さ
」
が
自
然
に
生
ま
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

自
ら
求
め
て
学
ぶ
時
代 


